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Abstract In this paper, an a悦.empt to assess and improve the academic abiliザ of 合eshmen is discussed. 
Recently, in usual private universities, it is COllllDOlﾚy said that distribution of academic ability of 命的hmenis 
two top shape or flat. The authors have confirmed it is also the case in Shizuoka Institute of Science and 












は、学カの分布が 2 極化、 さらに極端な場合にはフラット

















































い学生 (5 点以下の学生)が培えていることもわかる。 2014
年度生の特徴は、 2013 年度入学生と比べて、点数が満点
に近い学生 (46~50 点のところ)の高い学生が減って 3 1
~35 点、のところに大きな山があることが挙げられる。こ
の 20 1 4 年度入学生から前報勾や本報で述べる初年度教育
を始めている。 2015 年度入学生は、満点に近い学生が若
干増えており、中間の点数の高い山が無くなっている。
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数 22 問で、 1 00 点に換算した。今年度学生 (2015 年度入
学生のみ)の得点の分布を図 2 (1) に示す。昨年度 (20 1 4
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図 2 効果確認テスト A







図 3 は、 20 1 5 年度入学生のプレースメントテストと今
回実施した効果確認テスト A との相関図である。後期に
課した 12 回の課題の内、 7 回以上未提出あるいはきわめ
て不箕面目な取り組み姿勢であった学生を・で示している。
効果確認テスト A で O 点のところに点がある学生は全員
試験を欠席した学生である。ところどころ例外もあるが、
おおよそ効果確認テス ト A の点数が低いところに位置し
ている。また、これらの学生の後期(数学、物理系の)必
修科目である f機構学」と f工業力学 2J の成績を調べた
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ト B) の結果を示す。 2014 年度の後期授業の終盤に、当
時の 2 年生 (20日年度入学生)に対して、基本的な数学
の試験を実施した。当時の 2 年生 (2013 年度入学生)は、
本報告で述べている初年度教育を実施していない学年で
ある。この答案を l 年間保管し、 l 年後の今年度 (20 1 5
年度)後期授業の終盤に同一の試験を今年度の 2 年生
(2014 年度入学生)に実施した。 20 1 3 年度入学生の答案
を 1 年間保管したのは、 2014 年度入学生の答案と全く同
じ採点基準で採点するためである。(基本的にはox採点
であるが、 oxを悩む答えの場合の基準を閉じにするため)
問題は 19 聞で、 19 点満点を 100 点換算した。図 4 (1) 
が 20 1 3 年度入学生(初年度教育不実施)の得点、の分布、
図 4 (2) が 2014 年度入学生 (初年度教育実施)の得点
の分布である。( 1 )と (2) とを比較すると、 2015 年度
入学生のヒストグラムが右にシフトしていることがわか
る。図 1 (2) 20 1 3 年度入学生のプレースメントテスト




4 では 20 14 年度入学生の方が高い点数の学生が多くなっ
ている。
図 5 は初年度教育の効果を示すもう一つの例である。
2014 年度入学生に対しての初年度教育開始から約 l 年経
過した 20 1 5 年後期の授業のはじめに行った数学試験の結
果を示している。問題は同じく基本的な問題であるが、 プ
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ン卜テストの点数、 縦軸はこのテスト (50 問で 50 点満点)
の点数である。 グラフ中の・が 2014 年度入学生の点、 置が
再履修、 すなわち、 20 1 3 年度以前入学生を表わす点、であ
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たものと考えている。また、機械工学科では、 201 4 年度
から授業に 5 分遅刻したら欠席扱いにするとし、う規律を
























早くから知的好奇心を刺激する こ とで、 基礎科目 ・ 専門科
目への学習意欲を増すこ とを狙っている。 もう l つは学会
等学外発表の喋励である。 機械工学科では、学生の動機づ
けとして、学外学会発表を奨励している。 学会発表という







る。 2014 年度は、 20 件の学外発表(学会の学生発表会も
含む)を行った。 2015 年度は、海外の学会にも参加 して
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